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２１世紀の日本のかたち（５４）  

 

―東北からの国づくり  

・東北州構想へ（２）― 

戸沼幸市  

＜ (一財)日本開発構想研究所 代表理事＞

 

１．東北六魂祭 

東北の夏は各地で熱い祭りが大地一杯に繰

り広げられ響き合います。 

3.11東日本大震災の犠牲者への鎮魂と災害

からの復興を願って、昨年（平成23年）７月、

宮城県仙台市で"東北六魂祭"（第１回）が行

われ、２日間で36万人が来場したとのことで

す。東北の代表的な夏祭りを一堂に集めた、

東北の底力を示そうとの試みでした。 

第２回は本年５月、岩手県盛岡市で行われ、

青森ねぶた祭、盛岡さんさ踊り、仙台七夕ま

つり、秋田竿燈まつり、山形花笠まつり、福

島わらじ祭りが一堂に会して盛大に行われま

した。主催者発表によると、盛岡への来場者

は20万人を越え、予想以上の盛況であったと

のことです。 

東北六魂祭の企画は震災直後、青森市長と

仙台市長が「ねぶた祭」と「七夕祭」を共同

で開催したいとの提案が膨らんだものです。

東北六魂祭は、共催６市の話し合いで決めら

れることになっており、来年の第３回は福島

市で行われる見通しだと先日、青森市長と福

島市長が話してくれました。 

東北は震災以前から県境を越えた広域観光

ネットワーク構想の動きがあり、その一つと

して、東北新幹線の新青森開通を機に、県境

を越えた祭り、東北夏祭りネットワークが出

来ておりました。これがベースになって今度

の企画が生まれたとのことですが、東北六魂

祭は、東北の底力を示し、東北（州）への盛

り上げの前奏曲とすら感じさせます。 

旧暦７月７日を前後して８月上旬、東北は

祭一色になります。東北６県で行われる夏祭

りは今年は同時多発的東北六魂祭に見立てる

ことができましょう。 

「青森ねぶた祭」（８月２～７日）は七夕の

灯籠流しが起源ともいわれていますが、死者、

先祖への鎮魂に重ね、勇壮絢爛たるものです。

灯りを内に抱えた武者の立体ねぶた絵を載せ

た20台もの山車を引いて、大太鼓に合わせて、

ラッセラー、ラッセラー、ラッセ、ラッセ、

ラッセラーと、大勢の男女、跳人（はねと）

が情熱的に踊り進む大通の大行列はまことに

壮観です。一夏300万人もの人が集まる北の地

に生まれた青森ねぶたの発信力は強く、時に

海外にも出前するほどです。 

「秋田竿燈まつり」（８月３～６日）は、無

数の提灯で秋田の夜空と街を幻想的に照らし

出します。一基、数本の横竿に46の提灯を付

けた、12ｍ、重さ50kg の竿灯、“大若”を印

半纏に鉢巻姿の力自慢の凛々しい若者が手の

ひら、腰、肩、額に載せて調子をとりながら、
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街の中を「オオウェッタ」「ドコイショ」と掛

け声をかけて歩きます。これに少しずつ小ぶ

りな“中若”、“小若”、“幼若(子供用)”がつ

づき、夜の秋田は壮観です。提灯は米俵、竿

燈は稲穂を表現して五穀豊穣を祈り、合わせ

て盆の精霊を迎えます。 

岩手県には「盛岡のチャグチャグ馬コ」の

大行進（例年６月第２土曜日）はユニークな

祭りがあります。岩手はもともと良馬の生産

地であり、農作業に欠かせない馬に感謝し、

無病息災を祈る祭りです。着飾った馬コ100

頭が鈴をつけ、チャグチャグと良い音を響か

せながら、滝沢村の蒼前神社から盛岡八幡宮

までの15キロの道を４時間かけて行進する様

は、岩手ならではの独得な味わいがあります。 

東北六魂祭の岩手の出し物は盛岡さんさ踊

りでしたが、通年（８月１～４日）は１万余

の太鼓のリズムに合わせ、２万人近い踊り手

の行進は壮観です。 

「山形花笠まつり」（８月５～７日）は、山

形の特産、紅花の造花を付けた花笠を手に華

やかな衣装に身を包んだ踊り手数千人の市中

大パレードです。「ヤショ、マカショ」と囃し

ながらの大行進は躍動感あふれる現代的リズ

ムに乗って進みます。その基底には酒田船方

節のリズムに通じるものがあるという説もあ

ります。また、山形花笠おどりが今のかたち

になったのは昭和40年頃で、いくつもの地域

の多様なおどりが不連続に連続しているとの

ことです。地域の歴史が祭りには凝縮されて

いるということなのでしょう。 

「仙台の七夕まつり」（８月６～８日）は仙

台駅や商店街などの市内中心部大通りに豪華

絢爛な竹飾りが立ち並びます。市内全域も笹

飾りで一杯です。死者を弔い、笹竹に短冊に

願いを書いて夜空の星に祈る七夕は日本中に

ありますが、仙台の七夕まつりはスケールに

おいて群を抜いています。 

天明の大飢饉（天明３（1783）年）で荒廃

した地域の立て直しのために、仙台藩主伊達

政宗が藩内各地で行わせたのが起源とされて

おります。現在、東北三大祭りに数えられる

までになったのは戦後であり、動く七夕パレ

ード、花火大会、夕涼コンサートとにぎやか

な仙台七夕祭りは200万人の観光客を集めま

す。 

福島県では、「相馬野馬追」（７月下旬）が

有名な祭りです。甲冑に身を固めた武者たち

が馬に乗り、法螺貝を吹き鳴らし、１周1,000

ｍの中で、御神旗を奪い合う勇壮な演劇的ゲ

ームです。福島県南相馬市太田神社、小高神

社、相馬市中村神社に奉納されます。この地

方は馬の産地であり、野生馬の訓練も兼ねて

いるのです。 

東北六魂祭には「福島わらじ祭り」が出し

物でした。福島わらじまつり（８月３、４日）

は２ｍの大わらじを土地の神社に奉納した後、

音頭に合わせて踊る新しい祭りです。 

東北にはこれらの祭りの他に東北ならでは

の土地の祭りが数多くあります。3.11後の今

年の夏は各地で六魂祭に合わせるように東北

十魂祭、百魂祭が熱く行われるにちがいあり

ません。 

 

２．東北連携・連合への東北首長たちのメッ

セージ 

・東北全体を俯瞰した復興に向けて―東北日

本海側４県知事からの提案 

3.11大地震直後、平成23年５月31日、東北

日本海側４知事（青森県、秋田県、山形県、
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新潟県）は、被災地東北３県への復旧活動に

動き、かつ、東北７県が共同体であるという

メッセージを内外に表明し、国に対して提案

を行いました。 

「被災地の一日も早い復旧、復興を第一と

しつつも、一方で広域連携のもと、リダンダ

ンシー機能を確保し、東北地方全体として、

高いポテンシャルを最大限に活かして、期待

される役割、機能を発揮し、日本の再生に貢

献する」として、次の４つを提案しました。 

提案１．太平洋側と日本海側の相互補完のた

めの公共インフラの整備 

提案２．エネルギーの確保、供給体制の整備 

提案３．産業の振興、活性化 

提案４．防災機能の強化 

このうち太平洋側と日本海側の相互補完の

ための公共インフラの整備は現在、国も動き

出しております。 

 

・3.11大震災に関する東北６県知事共同アピ

ール 

７月12日、東北６県（青森、秋田、岩手、

宮城、山形、福島）知事は、復旧、復興に向

けた東北一体論をベースとした国に対する要

望、共同アピールを出しました。 

①原子力発電事故への対応について 

国の責任において一刻も早く事態の収束

を図るべきこと。避難者の生活の再建と東

北地方の復興に向けた対策の実現を迅速に

図るべきこと。 

②東北地方の復興のための特区制度について 

被災自治体の自主性を尊重し、自由度の

高い特区制度をつくるべきこと。地方分権

時代にふさわしい復興支援スキームをつく

るべきこと。 

災害に強い広域交通基盤の効率的で効果的な

整備等による代替性・多重性の確保が必要 

出典：国土交通省国土政策局総合計画課 

③食糧基地、東北農業の復興について 

被災地における農地、農業の復興に取り

組みつつ、日本の食糧基地として、東北地

方の農業の再生発展を図るべきこと。 

④森林のめぐみを活かした復興について 

〜日本を代表する森林県秋田において開催

された全国知事会を契機として〜 

福島原発事故を契機としてエネルギー政

策の転換を求められる中、木質バイオマス

資源をはじめとする再生可能エネルギー利

用の促進。地球温暖化防止のためにも、森

林、林業、木材産業関連の予算の充実を図

ること。 

⑤災害に強い国づくりのための高速道路網ミ

ッシングリンクの解消について 

〜東北地方の真の復興をめざして〜 

東北地方が真の復興を果たすには、産業

振興との推進と併せて、国土の骨格を成す、
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太平洋側及び日本海側のそれぞれを南北に

貫く「縦軸」と東西を結ぶ「横軸」の高速

道路網の整備が極めて重要であること。 

東北地方が一体となり、復興に向けて力

強く進んでいくため、主要都市を広域的に

結ぶ高速道路網の早期完成を図り、ミッシ

ングリンク（不連続区間）を解消すべきこ

と。 

 

3.11東日本大震災を契機とした東北各県の

連携、連合への動きは、時代の流れとして「東

北州」の創設の筋書きに乗ったものとも受け

取れます。この春、道州制推進の首長会議が

東京でありました。 

 

宮城県知事も参加した道州制推進知事、指定

都市市長設立 設立趣意書（一部省略） 

平成24年４月20日 

「現在、我が国は、人口減少・超高齢化社

会の到来、グローバル化の進展など時代の潮

流の中で、東日本大震災からの復旧・復興を

はじめ、社会保障の維持と財政健全化の両立、

円高・デフレの克服、国際競争力の向上と持

続的な経済成長の実現など、困難な課題に直

面しており、これらの課題に国全体で適切に

対応していくためにも、有効性を失った中央

集権体制を打破し、国と地方の双方の政府を

再構築することで、地域主権型の“新しい国

のかたち”を創造することが求められている。 

これらへの回答が、明治期以来長きにわた

ってその構成と区域を維持してきた都道府県

制を廃止し、より広い区域を単位とした広域

自治体を設置する道州制の導入である。 

道州制の導入により、指揮命令系統の一元

化による迅速な意思決定の下、広域的な行政

課題への総合的な対応が可能となり、また、

広域自治体の機能強化を通じて、国は国家の

存立に関わる事務に専念し、基礎自治体優先

の原則を踏まえつつ内政に関する事務のほと

んどを地方が担うことで、地方分権改革を飛

躍的に推進することができる。」 

 

道州制論者として、3.11東日本大震災の教

訓を踏まえて、被災地東北においてこそ、道

州制の先行モデル「東北州」を構想してみた

いものです。 

 

３．東北の歴史と「東北州」を見据えた未来

論 

3.11東日本大震災について、日本都市計画

学会は、「東北の過去と未来−震災１周年の現

在」（都市計画296、25.Apr.2012）を特集して

います。これは東北支部（東北７県：青森、

岩手、秋田、宮城、山形、福島、新潟）の会

員諸氏の手になるもので、被災現場の復旧へ

の取り組みを報告しつつ、3.11大震災を直視

しながら「東北」とは何かを問い直した力強

い報告書です。 

「東北地方開発の歴史」奥村誠論文は、未

来をも視野に入れた東北学の好テキストです。

まず東北という地域概念は７世紀日本書紀頃

からあること、11世紀奥州藤原氏時代、出羽

と陸奥地域を指し、江戸時代に「奥羽」が一

般的になったことを解説しています。地域概

念としての「東北」は、廃藩置県の行われた

明治初期に始まり、そして明治後期、東北は

冷害などが続き、そのアピールと結びついて

負のイメージを持ったこと、大正には奥羽地

方は用いられなくなり、東北６県もしくは７

県が地域概念として「東北地方」に定着した
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のはこの時代からであることを辿っています。 

明治以降の東北開発の要点は、廃藩置県、

東京中央集権政府による統治というタテ型の

国家統治構造構築のためのもの、東北は食糧、

労働力の供給源であり、首都圏の重要な後背

地であったこと、道路、鉄道、電力、電信、

電話などの東北インフラ開発も、多分に東京

を支えるためのものであったことをデータを

示して解説しています。20世紀に入り日本が

戦争へ傾斜してゆく時代、東北も産業報国運

動の中に組み込まれてゆきます。 

戦後の東北の復興については「東北地方の

戦災復興10都市の概況」浅野純一郎論文、「東

北の自然災害」については松富英夫論文が特

集に掲載されています。 

戦後の東北開発は敗戦の復興国土計画

（1946）から、国土総合開発計画（1950）、全

国総合開発計画（1962）、新全総（1969）、三

全総（1976）、四全総（1987）、五全総（1998）、

そして国土形成法（2008）の中に一定の位置

づけがされてきました。 

3.11の大震災直前につくられた、地方のこ

とは地方の力で行うべしという主張をもった、

「21世紀の国土のグランドデザイン」（平成8

年）、「国土形成計画」（平成20年）、東北圏広

域地方計画では、「国の役割がさらに減少し、

道州制を見据えた地方分権の推進と新たな公

と呼ばれるNPOなどの参画に期待を寄せる」

時代になったと奥村論文は総括しています。 

2011.3.11の原発事故を含む東北大震災と

いう「現在」が東北あるいは日本の未来とど

の様に繋がるのかはまさに被災地の復旧、復

興の過程の中に、渦のように現れているのだ

と感じます。 

東北をどの様にするのか、東北未来論につ

いてはまさに東北につながりをもつひとびと

の「価値」の再創造への意志が含まれるにち

がいありません。 

「東北州」はその一つの仮説であり、「東北

州憲章」草案には、東北という大自然に営ま

れるべき生（死）とは何か、幸福とは何かが

明記されることになるにちがいありません。 

 

財団法人日本開発構想研究所は、40年の歴

史を踏まえ、平成24年７月２日に「公益法人

制度改革関連３法」に基づく、一般財団法人

に移行しました。 

 

私も理事長から代表理事に役職名が変わり

ましたが、研究所として、21世紀の日本のか

たちづくくりに微力を尽くす所存です。どう

ぞ今後も引き続いてのご指導をお願い申し上

げます。 

 

【参考資料】 

・「東北圏の概要」東北圏広域地方計画推進室 2008.1 

・『東北力』 東北をこよなく愛する会 PHP  2011.8 

・「【特集】東北の過去と未来―震災 1 周年の現在」 

『都市計画 296』 

・「（特集）大震災後の国づくり、地域づくり 『UED

レポート2012 夏号』財団法人日本開発構想研究所  

2012.6 
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東北六魂祭 
 
 青森、盛岡、仙台、福島、秋田、山形の各市は毎夏、盛大な夏祭り、東北六大祭りが行

われます。3.11 の犠牲者への鎮魂と被災地の復興を込めて、これを一堂に集めた東北六魂

祭が、仙台市（第１回・平成 23 年 7 月）、盛岡市（第２回・平成 24 年 5 月）で行われまし

た。来年、第３回は福島市で行われることが予定されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図版は「東北六魂祭」HP（ http://www.rokkon.jp/event/index.html ）を加工。 
図中の写真は「東北観光博公式ガイドブック」（監修：東北観光博実行委員会、発行元：観光庁）から引用。 
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